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スーパー・エルニーニョ現象後の 2016年と 1998年の北西太平洋の 

熱帯低気圧活動がどうして違うのか？ 

 

Guanghua CHEN・Ke WANG 

要旨 

  

2016年と 1998年の熱帯低気圧（TC）のピークシーズンはいずれもスーパーエルニーニ

ョの衰退期であったが、北西太平洋（WNP）の TC 活動は大きな違いがあった。 2016 年

の TC は、1998 年とは対照的に、より多くの発生数、より強い強度、より明確な TC 活動

の月々の変動を特色とする。詳細に比較すると、1998年とは異なり、2016年にはWNPに

おける暖かい海面温度偏差がより強く、より東に張り出していた。特に、2016 年８月はマ

ッデン・ジュリアン振動（MJO）の西風位相期であり、南西風のサージにより東方に広が

る対流帯内に多くの TC が発生した。2016 年の TC 発生の平均経度はより東にシフトし、

TCのより長い寿命とより大きな強度のために有利であった。中高緯度への影響に関しては、

中緯度からのシルクロードパターンに伴った低気圧性の循環の偏差が南方に貫入し、2016

年８月にWNP亜熱帯高気圧（WNPSH）を２つに分割した。その結果、両高気圧の間に対

流圏内の深い層で南風の指向流をもたらし、その結果北偏しやすい TC の経路が得られた。

2016年の北半球での秋には、WNPSHが強まり、西方向に伸び、持続的な東風の指向流を

形成し、東アジアの沿岸域に影響を与える連続的な TCをもたらした。 


